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⚫ 計算量の削減による高速化と実システムへの組込み

特許出願中

研究員からのひとこと

この技術によって、ソフトセンサの出力値がどの
程度信頼できるかを定量的に評価することがで
きます。

⚫ 確率的モデリングによる計測・制御システムの開発

⚫ ハードウェアセンサの削減による低コスト化、軽量化

直接の測定が困難な値
ソフトセンサ

測定が簡単な値

推定

「ソフトセンサ」は、簡単に測定できる値を用いて直接測定することが困難な値を
間接的に推定する技術です。本研究では、ガウス過程（Gaussian Process）と
呼ばれる確率的な手法を使用し、ソフトセンサが出力した値がどの程度信頼できる
かを評価できるシステムを開発しました。
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入出力の関係をモデル化

ガウス過程回帰

・ 出力値をガウス分布に従う確率変数としてモデリング
・ 分散の値をもとに出力値の信頼度を評価
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図2 ガウス分布

⚫ 各種センサによるIoTシステム構築への応用
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学習データが少ない
付近では、分散が大きい
（＝信頼度が小さい）

学習データが多い付近
では、分散が小さい
（＝信頼度が大きい）

図3 ガウス過程回帰による関数の推定結果

図1 ソフトセンサの概要
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